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棚酸の新比色定量法ご鳥取県温泉の棚酸
及弗素含有量について
岡 山大挙 温 泉 研究新 化･撃部
芦 沢
緒 言
温泉中の副吸の分析法として現在巽際に用
いらjLているものは直接滴定法と比色法であ
る.1)滴走法の原理は舶酸である蹄酸が 多価
アルコ-)i,の存在で錯イオンを形成して比較
的強い酸となるので,これ,'i:アルカリで滴定
するにある.この方法による時はO.Oil,N-lNL1
0HIccは約3･imgfI;招O穴に相当するので,
試水の硝酸含布量は 7Z申数mLq以上が好まし
い.従って欄酸含有量が微量の際はメチルア
ルコールを加えて蒸溜する必要がある･比色
法はクルクミ-/法又はキナ リザ リ-/等のア7)
ザ .)ン系色素による方法が用いられている･
これらの方法はtrづれも一度試水を蒸発乾洞
する必要があ旦),又濃硫酸を使用したり,標
準色列を作る必要がある･東北地方の温泉の
棟に澗酸含有量の多い際は滴定法は優れてい
るが,鳥取県下の温泉の様に微竜の際は大量
の試水を必要とする･筆者は今迄直接滴定法
を専ら用い比色法は適宜に応用して来たが,
よD以上簡単に少量の試水で,常に同一条件
で測定する分析法の必要にせまれて,マンニ
ット添加によるPHのずれを利用する方法を
試みて筆i<.I-の目的には満足な限度 で成功 し
た.この方法の原理はF.IILlhn2)が プロモチ
モール青を用いて定性分析に使用した.本邦
では香山勤氏が pH試験紙にマン ニッt.を附
着させて鉱泉中の甜酸の検出に用いた.聾者
はこの原理に基き,妨害物の重漠酸イオンの
除去をイオン交換樹脂を用いて可能として定
唆
量分析に応用した･
新 比 色 定 量 法
試水約 15ccを試験管にとり,約 2N塩酸を
1滴加えてアルコールランプで加熱し,寮沸
する.この際スプレ-叉は駒込ピペットを用
いて茎気を送り込み,淡酸ガスを室気と共に
追出す.約30秒後冷却する･これをカルポ/
酸ソ-ダ型イオン交換描指の沼過円柱を通し
て過剰の塩酸を除去する.樹指は2C｡の注射
署削こ墳める.その方法は注射器の下部に少最
の脱脂綿を置き,水を口元迄充たし,卒気を
入れない様に少量づつ樹脂を填め脱脂綿で塞
気泡が樹脂蛙に入らない様に押える･この様
にすれば樹脂桂の表面に水が切れても客気が
樹脂桂に浸入する事はない.槌指を通った最
初の12-8ccは棄てる･沼液10ccをとり,その
百.Occでプロモチモール青でPHを比色する･
その時のPHは試水の共存イオンや合成樹脂
の能力によって異なるが,最大範囲でもPH
6.2から7.7で,普通は殆ど中性である.滑液
のPHを:比色後,その液にマンエツT.を約0.1g
加える.若し完全に黄色にならないならば猶
0･1g追加してPHを比色する･完全に紫色に
なるならばよE)酸性が強いのであるから,別
に残 りの5ccをと少,メチル赤とマンエツト
0･2gを加えてPHを比色する･若し電束的な
PIi測定器を使用するなら試水はt5C(:ですむ.
長初の沼液とマン-ツト添加後のPf-fの差は
欄酸含有量の曲数である.その関係は第 1表
及び第1図に示した.
湖南の新比色定量法と鳥7R県温泉の棚酸及び弗素含有量について 芦沢唆 35
第 1 衣
H8BO3
mg〟
?? ?
? ? ?
?????
?
? ?
??
? ?????? ?? ? ?
?
?
プロモチモール青ではPII5･8乃至7･4,メ
チル赤では4.2乃至6.3の範囲がtHlj定される.
棚酸が Il中100mg以上の時はプロモフェノー
ル青で比色する.5ccで比色する際200mg以上
なら試水を稀釈して用いる･若し試水が少量
の時は波液をメスシT)ンダーに受け樹脂桂を
約0･lN-NaClで洗催して滞液を10ccに調節し,
その･3ccづつでPHを比色する･試水の食塩量
が17中100mg以下の時は,イオン交換樹脂を
演過するとアルカ1)性になるので,煮沸して
茨酸ガスを追出した試水に1N-Np･CIO･5cc加
第 1 図
1.0 2.0 5.0 74A■
えてから渦過する･叉樹脂を洗雅する必要の
ある時は0.1N-Np.Clを用いる.茨酸ガスを駆
出する際の酸度は厳密にはPH4位に訊節す
べきであるが,この分析法の簡易迅速性と少
量の試水という目的からしてこの操作による
欄酸の群発は考慮に値する量ではない.叉峯
気を通じて呆酸ガスを追出す事による茨酸ガ
スの残留もこの分析には影響してこない･
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イオン交換樹脂 として はアンバライト
I.1ミC-50を:用いた.この樹脂2ccを用いて20ケ
の試料の分析が出来る.樹脂は使用後苛性ソ
-ダで処哩してPl'び使用する.スルホン酸型
樹脂と陰イオン交換棉魔を組合せて重イオン
を除去して棚酸を測定したが実用的で無かっ
た.イオン交換樹脂による瑚酸の吸着法は見
出されていなかった.筆者はその吸着に成功
したので別に報告する予定である･
以上の分析法によるとlZ中H3BO8200mg
迄測定されるが,100mg以下が最適である･
この方法 に よると5ccでり中H3BO3】mg
が測定される.PHの測定に注意すれば微 量
(即.17mg)の際 は滴定法より正確であ る･
10mg以 下 な ら誤差を士1mg以下に留める
事も出来る.試水の重茨酸イオン含有量が.Lru
定されている時は第 2図から測定される･そ
1.0 2.0
の方法は普通にPHを測定後,直接マンニッ
トを添加した時のものであるから重茨酸イオ
ンに影響されている.従ってこれは棚酸が多
い温泉の調香にしか用いられない.瑚酸の榛
準溶液は七時雨鉱泉から採取された瑚酸カ1)
釈 唆
K.20,513208,8Ⅰ‡20を:用いた･このものは
安定なために棚酸及び棚砂よE)優れてい る･
滴定法と比色法の比較は第2表に示した･
第 2 表
mg/IIi3BO3
泉 可滴定法 巨ヒ色法
係 数
HSBO81.000
HBO.00.710
B_oO3 0.5('5
B 0.170
鳥取県温泉の瑚酸及び弗素含有量
瑚酸は前記の比色法によった.苑素はジル
コニウム71)ザ 1)ン法3)によった.この際弗
素標準液としては蛍石を塩酸に溶解して用い
た.槙準弗素溶液の標定は不正確で困難であ
る.一般には純粋と称する弗化アルカ7)の一
定量を標定する事な く使用しているが,現在
の目的には充分であった･筆者は天然に産す
る賛石が弗化カルシウムとして極めて純粋に
産する鉱物なる事からして,これを槙準物質
とした.結晶登石を瑠璃乳鉢で粉末 に して
1000Cに乾燥し,その0･108gを水 200ccと
6NHCI0.5- 1ccと水浴上に30分周】加温して
溶解後,500ccに稀 釈 した･この1ccは弗素
0･1mgを含む.この液は15ケ月放置しても襲
化しなかった･叉封照に海水を使用すると便
利であった･それは1坤 弗素を 】.5mg含有す
る.分析結果は第3表に示した.
其他に束高郡大郷村及松原の地下水にて弗
素5mg/Zを見出した.
結 論
(1)イオン交換樹脂,マンニット及びPH
比色計を使用して,棚酸の新比色定量法を考
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案した. (4)鳥取県温泉には弗素が平均4mg〃, メ
(2)新比色法によれば従来の温泉調香携帯 ク瑚酸が平均10mg/Z含有せられている.
晶にマンニット1ォンスと樹脂10ccを:加える ぐ本研究は昭和26年7月 日本化学会地域化
だけで瑚酸の･Ci)促 が可能である･ 学討論会及び昭和25年4月温泉料学会にて報
(3)本法は試水が少量で棚酸含有の微量の 肯した).
際に適当である.
午 13-g1 5･1-g 1 平 均
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関 金 洩 泉 F H8BO8ZF
平 均 l 9mg l 3･3mg
平 均 l 19
平均含有量 mg/∫
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